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1. はじめに 

 インターネットの普及や, 高齢者の増加に伴い年齢層

に関わらず日常的な発話機会の減少が社会的問題となって

いる. 日常会話が減少すると幸福度の低下, 生活環境の悪化

により身体機能が低下する恐れがある. 特に高齢者の場合

は脳機能が低下し, 認知症に発展する可能性もある. これら

の問題の対策として, 日常的にユーザと対話を行うロボッ

トを利用してコミュニケーションを活性化させる研究が行

われてきた[1]. しかし, 従来の対話ロボットは予め作成され

たシナリオの発話に対して文章を読み上げることでコミュ

ニケーションを実現していた. この手法は応答文の意味的

破綻は避けることができるが, 魅力的な文章を作成するこ

とは困難で, ユーザに飽きられやすいという問題があり, 継

続的な日常会話の実現には至らなかった. この課題に対し, 

Minami ら[2]はソーシャルメディア上のコメントを用いる

ことでユーモアを含んだ発話を行う TV 視聴型雑談ロボッ

トを提案した. また, ロボットとユーザが TV 番組の盛り上

がり場面を共有することでユーザに共感の印象を与えるこ

とが可能でありその結果, 対話意欲が向上するという西村

ら[3]の研究報告もある. しかし, TV 視聴における盛り上が

り(以下, 盛り上がりと呼ぶ)の定義およびその判定方法につ

いては十分議論されてきていない. 定義及び判定方法を確

立することでロボットが状況に応じた発話や身振りなどを

行うことが可能となりユーザに質の高い盛り上がり共有空

間を提示できると考えられる.  

本研究では TV 放送時に SNS へ寄せられたコメント群を

解析対象として, 盛り上がりタイミングおよび区間, その種

類を判定する手法を提案する 

 

2. TVコンテンツに対応した盛り上がり検出 

放送中のテレビ番組に対する Tweet を収集・解析するこ

とで, 盛り上がりの発生タイミング, 継続区間, 及びその種

類を判定する. また今回, 番組データは実況や観客が盛り上

がる箇所が明確であるサッカー中継とし, 2018年 6 月 12日

に放送された日本対パラグアイの国際親善試合の映像を用

いる.  

盛り上がりは中澤ら[4]の手法を参考にモデルに変更を加

えて検出する. また, 種類は Tweetのポジティブ・ネガティ

ブ度から求める. それぞれの手法の詳細を以下に示す 

 

2.1. コメント数による盛り上がりタイミングの判定 

コメント数盛り上がりのタイミングの判定では, 対象番

組の放送中に投稿された Tweet を収集し, 一定時間単位の

Tweet 数をカウントする. Tweet 数が急増した時間帯を盛り

上がりとして検出する.  

盛り上がりの判定手法として[4]では Tweet 数のピーク点

の中から前後数区間の平均とへ標準偏差以上の点を重要シ

ーンとする手法を提案している. なお[4]は TV 番組におけ

る重要シーンの抽出を目的としていたが, 我々は盛り上が

りに敏感に反応する TV 雑談ロボットを想定しているため, 

このモデル式に変更を加える.  

我々の提案する盛り上がり検出のモデルは, 5秒毎の区間

Tweet 数𝑇𝑤𝑖に対して盛り上がりを判定する. まず, 全体区

間 Tweet数から標準偏差σを求める. 5秒区間 Tweet数がσ

以上かつ𝑇𝑤𝑖 − 𝑇𝑤𝑖−1 ≥ 0 であるときを盛り上がり点とし

て検出する.  

 

2.2. PN値による盛り上がり種類の判定 

Russel[5]によると, 一般にヒトが表出・知覚する情動は

「活動性」, 「快・不快」の 2軸で表すことができ, これら

の値は独立なものであることを示している. 盛り上がりに

ついては, 「活動性」はコメント数, 「快・不快」はコメン

トのポジティブ, ネガティブ度で表すことができると考え

られる. このことから, 盛り上がりには少なくとも 2つの種

類があり, 本節では対象番組の放送中に投稿された Tweet

を収集し, それらの Tweet をポジティブ・ネガティブの 2

種類に分類する.  

まず収集した Tweet に含まれるポジティブ・ネガティブ

な単語を知るために, 形態素解析エンジン MeCab[6]を利用

して各形態素に分解する. 次に各形態素に対して単語感情

極性対応表[7]を用いて P 値と N 値を算出する. ここでいう

PN 値はポジティブ・ネガティブの度合いを数値化したも

のであり, P 値は 0 を超え 1 以下, N 値は-1 以上 0 未満の値

を取る. また, 単語感情極性対応表とはそれぞれの単語に

PN 値を割り当てられた表のことである. そして, 求まった

各形態素の PN 値の平均値を Tweet の PN 値とする. これら

の処理を取得した全ての Tweet に対して行い, 今回用いた

サッカーの試合において, どのような盛り上がり方をして

いるか検証する.  

 

3. 解析結果 

Tweet の収集にはサッカー日本代表公式ハッシュタグで

ある”#daihyo”を用いて試合開始である 22 時 05 分から試

合終了の 23時 55分までの Tweetを収集した. 2章で提案し

たそれぞれの手法に対する解析結果を示す. まず, コメント

数による盛り上がり検出の結果を図 1に示す.  
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図 1より, 得失点での場面の盛り上がりに加えて, コメン

ト数が比較的少なく検出が難しいチャンスシーンについて

も敏感に盛り上がりを検出していることがわかる.  

 次に PN 値による盛り上がり種類の判定結果を図 2 に

示す. この図は, 1 分ごとに PN 値の与えられたコメントと

全体のコメント数の比率を表している. 全体として, ネガテ

ィブな Tweet が多くポジティブな Tweet は全体の 1 割にも

満たない結果となった. また, 失点シーンでは N値を持つコ

メントが増え, P 値を持つコメントが減り, 得点シーンでは

P 値を持つコメントが増え N 値を持つコメントが減ってい

ることがわかる. これにより, PN値の変化により, 盛り上が

りの種類を把握することが可能になると考えられる.  

 

図１：Tweet盛り上がり検出結果 

図２：盛り上がり検出結果( 50分~60分拡大) 

 

図３：Tweetの PN値比率 

4. おわりに 

本研究では TV 番組を対象として盛り上がり検出および

ポジティブ, ネガティブの分類の手法を提案し, サッカーの

試合動画について盛り上がり区間と性質の推定を行った. 

今後の展望として, 盛り上がりの強度の指標導入, 各盛り上

がりのユーザ感情検出が挙げられる. これらの要素を含め

て盛り上がりに応じた複数エージェントによる TV 雑談シ

ステムの実装および評価を行っていく.  
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